
会場︓島根県立図書館 集会室

■上映作品

若年性認知症当事者である丹野氏の

実話をもとに描かれた夫婦の希望と再

生の物語。

「認知症になったら人生終わり」な

んかじゃない。本人や家族が、認知症

とどのように向き合えば笑顔で生きら

れるのか。認知症になっても安心して

暮らせる社会とは？その一つの指標と

なり得る作品です。

丹野 智文（たんの ともふみ）
自動車販売会社でセールスマンとして活躍していた39歳
の時、若年性アルツハイマー型認知症と診断される。診
断後は事務職に異動し、勤務を続けながら、不安を持っ
ているご本人のためのもの忘れ総合相談窓口「おれんじ
ドア」を地元の仲間と行っている。
自らの経験を語る講演活動にも力を入れており、「でき
ることを奪わないでほしい」こと、「本人だからできる
ことがある」ことを社会に発信している。

出演：貫地谷しほり 和田正人 監督：三原光尋

主催︓島根県 担当︓島根県高齢者福祉課（0852-22-6341）

※事前申込 は 不 要 で す 。
※ 各 回 の 定 員 は 3 0 名 （ 先 着順 ） で す 。
※ 上 映 開 始５ 分前 ま で に ご 入 室 く だ さ い （ 開 場 は ９ 時 ３ ０分 で す ） 。

（松江市内中 原 町 5 2 番 地 ）

図書館 deミニシアター

９月１２日（土）１０︓００〜１２︓００

『オレンジ・ランプ』

入場
無料

９月は認知症月間です

９月２６日（土）１０︓００〜１２︓００


